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はしがき

平成12年度から平成13年度まで科学研究費補助金(基盤研究(C)(2))の交付をいただ

いて標記の糠星による研究をおこなったので、その成果を報告する。聴覚系の中枢内伝導路

では、視覚系や体性感覚系とは異なり、 Glycine作動性のシナプスが数多く存在する。特に

下丘に収鍛糊すする上オリーブ核やタ付則毛帯様車原の軸索終末は Glycine(又は GABA)

作動性のものが多数を占めることを平成12年度までの研究で明らかにしてきた。しかもこ

の系では生後発達に従って、新生児初期に抑制性であったGlycine作動性のシナプスが生後

約2週間目で興奮性になる可能性を最近我々はラットで示した。これはGlycine作動性のシ

ナプスのメカニズムを解析する上で良いモデルとなる。ちなみにラットでは生後2週間目と

いうのは生理学的聴覚鰐見が起こる時期で、あって、聴機能の発現メカニズムとも樹妾な関係

が澗変され興Iお菜い。さらにGlycine性の神経団路は聴覚中枢の成熟に重要な役割を演じ、

また聴覚遅延回路との関係も最近注目されていて将来の研究の展開か期待される。本研究課

題では下丘における Glycineの惰力樹毒を、 Glycineシナプスの形態、神経発生、特異的免

樹元体の作製の面から多角的に捉えいくつかの新知見を得て、将来の発展につながる確信を

得た。
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研究組織

研究代表者:工藤基(滋賀問状学医学部解剖学第2講座耕受)

研究分担者:黒川 清(滋賀厨ヰ大学医学部解剖学第2講座助初受)
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研究経費

平成12年度

平成13年度

総計

2， 600千円(総て直接経費、間接経費は無し)

600千円(総て直接経費、間接議室費は無し)

3， 200千円
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